
資料５

愛称名 理由・説明

1 ちゃんす
チャンスという言葉には誰もが前向きなイメージを持っていると思います。相談しようか迷ってい
る人を「このチャンスを逃したらもったいないよ」と背中を押してくれる愛称にしました。ひらが
な表記で「ちゃんす」にしたのは、こどもをイメージしました。

2 おしのこ

行田市を愛し、将来へ向けて健やかに育ち、忍城や忍藩の「忍（にん）」の耐え忍ぶ志をもった強
い人に成長してもらいたい。そして。未来の行田市をしっかり支える強い人になることに願いを込
めました。「忍の子」と漢字でもよいのですが、こども家庭センターの愛称なので、あえて「おし
のこ」とこどもはもちろん、国籍問わず市民のだれもが読めること。市民に親しまれる短く愛くる
しいひらがな愛称にしました。

3 Smile Time 気軽に相談でき笑顔になる時間を過ごせる場として

4 子育て休憩室

妊娠中はお腹の中で子供を育て、産まれたらすぐ育児が始まります。妊娠しただけ、産んだだけで
は母親にも父親にもなることはできません。誰かに相談して、教えてもらう、自分の不安や悩みを
聞いてもらうことで救われる人はたくさんいると思います。誰かと話をすることが子育ての休憩、
休息となって、「また頑張ろう」と思えます。そんな子育ての休憩となる組織となることを期待し
て、この愛称を考えました。

5 こもれび

葉の間から射し込む光が手助けが必要な人への光となるように。
夏は、樹の下で涼しい癒しとなり
冬は、穏やかな暖かい癒しとなる様な存在となるように。
心地よい風と一緒にふらっと立ち寄れる身近な場となるようなイメージで考えてみました。
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6 まなざし

今は、子供達を包む「まなざし」が減っていると思います。
社会が疲弊していて、子供達を見守る余裕が無く、意識も薄くなっています。
「まなざし」とは押し付けではありません　親が子を、祖父母が孫達を、近所の人が公園で遊ぶ子
供達を見守るような、温かい目です　妊産婦や乳児、貧困、虐待が、自分とは関係ないと考えず
に、どんな立場の人でも、是非、温かいまなざしで見守って欲しいと思いました。
また、子供達だけでは無く、弱者や日本の未来である子供達を、犯罪や事故を防ぐ観点からも、社
会全体で「温かいまなざましで見守って欲しい」広い意味もあります。
「まなざし」と言う言葉はストレートで思いが伝わりやすく、全世代で覚えやすく、意識されて行
くと思います。

7 えんこしょ

「えんこしょ」は、小さい子どもに向かって「座って」と伝えるときに使う言葉（方言）です。
「えんこしょ」しては、ただ座るように指示するのではなく、子どもに愛情を込め伝えた言葉であ
り、伝える側の優しく落ち着いた言葉の響きがあります。妊産婦や乳幼児の保護者や困難を抱える
家庭の方に、まずは座っていただき、「一息つける」場所となるようにとこの言葉を選びました。
また「すわる」には、落ち着く、どっしりしているという意味もあります。
子ども家庭支援センターが、子育てをする市民にとって「どっしり」とした安心感のある子育て支
援の拠点としてその役割を担っていくことの思いも込めました。

8 こども❤愛eyeセンター
子供を愛情と、守るべき困っている保護者・家庭を見逃さない目（eye）の二つの「あい」でしっか
りと支援を行うという趣旨。ちなみにハートをオレンジ色にして頂ければ行田市（市長）のイメー
ジカラーとなると思います。
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9 にんまる

忍城のにん(おし)
にんまりのにん(子どもと家族はもちろん、関わる皆さんに笑顔が増えてほしい)
まる(支援の輪)で子育てへの安心感に。こどもまんなかロゴマークをイメージ
読みやすい平仮名で、子どもも親しみやすく
子育ての相談が気軽にできる身近な存在であってほしい

10 GCFC 行田市こども家庭センターを英単語に分けた時のそれぞれの頭文字

11 ゆったりーの ゆったり楽しく過ごしましょう。

12 ステラ

ステラはイタリア語で星という意味です。
夜空に浮かぶ無数の星達は、まるで子供達ひとりひとりの個性のようにも思えます。
いつの日か未来へ羽ばたく子供達に「潜在能力」「将来の可能性」「発展性」を育んでいけたら良
いなという願いを込めて考えました。
また、星はいつも私達を見守ってくれているように思います。
日々頑張っているママ達を、見守る場所である子ども家庭センターにぴったりではないかと思いま
した。

13
・KIDSサポ
・チルサポ

なし

14 おしのこステーション
忍城にちなんで「おしのこ」、ステーションをつける事でみんなが立ち寄りやすい雰囲気になるか
なと思い考えました。響きもかわいく、親しみが持てると思います
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15 ふたば
陽をいっぱいに浴びてタネから芽が出てすくすくと育っていく様子と、行田のこどもが周りのおと
なに見守られながらのびのびと健やかに育っていく様子が重なりました。

16 My Home きらら

自分の家（マイホーム）のように、いつでも気軽に訪れて支援を受けられるように、そして、未来
（教育文化センター　みらい　を活用して、世界へ羽ばたいて欲しいという願い）に向かってキラ
キラ輝く子供達になって欲しいという気持ちと、地域のみんなが家族のように温かく迎え入れる場
所であって欲しいという願いを込めて、この名前にしました。

17 みちしるべ
安心して子育てができるように「道標（みちしるべ）」を
お示しできるような機関になるように願いを込めました。

18 にこにこ

①子供も親も周りの人たちもにこにこ笑顔になれるように
②市と家族、２つ（にこ）が支えあっていける行田市で
　あって欲しいとういう願いを込めて
➂みんなが読めるようにローマ字等にはせずひらがなに
　しました。

19
ひな菊
(ひなぎく)

ひな(雛)ぎく(聞く)。こどもの愛らしさを鳥の雛に例え、「菊」と「聞く」をかけています。誰に
とっても気軽に何でも「聞く」事が出来るようなシンプルな場所になれば良いなと思います。

20 プリズム

プリズムは光を三角柱に通すと虹が現われます。虹は良いことが起こる前兆や幸福を意味します。
三角柱の柱を「子ども・保護者・行政機関」の3面とし、その3面で支え合うことにより幸福の虹を
作り出すことができる。と関連付け命名しました。
また、虹の七色もそれぞれの個性や多様性を意味し、それぞれが違って輝く広がりも感じさせると
思います。
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21 めびうす
無限（∞）のように、絆を絶やさず繋いで欲しい。カタカナだと角ばっている感じがするので、平
仮名で。

22
①ふらサポ
②きずな

ふらっと気軽に相談出来き、サポート（支援）が受けられる組織であるということから、ふらサ
ポ。
保護者や子どもとの「きずな」を一番にという想いが感じられるため

23 ほかまる

子ども親・大人からの温かい温もりの（ほか）
地域の輪・仲間の輪・安心、の（まる）
子ども達が安心して暮らせるように周りの大人の温かい温もりある対応が必要です。また、妊婦さ
んプレママさんは、特に初めての出産育児にナーバスになりがちです。そんな子どもや妊婦さんを
沢山の温かな輪で包んで守ってあげたいと思いを込めました。

24 行田ポピー
赤のポピーの花言葉
いたわり、思いやり

25
Smile　Kids
Family　Center

笑顔の子供が１人でも多く増え、街全体が家族となり支えていくことのできる組織になってくれる
ことを願っています。

26
Happy　Family
Kids　Center

全ての子供達が幸せな日々が送れる事を願って皆で支えていけるようにと考えました。家族皆で幸
せに。
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27 ほっとHouse行田 子どもも親もほっと安心できるHotな場所という意味をこめて

28 わくわくプラザ 子どもたちが思いっきり楽しめるわくわくする空間

29
①SUKU・SUKU
②あした大きくなーれ」

長い人生からみれば子育てはあっという間です。今日が辛くてもサポートしてくれる所があれば、
乗り切れると思います。

30 チャイモル 子供（チャイルド）を守るという意味です。

31 みんなまもるん
子供だけでなく、育児に関わる家族や関係者「みんなを守る」という意味で「みんなまもるん」と
考えました。

32 心笑（にこ）
いつも心から笑顔になれる場所
にこには子供達の幸せ２倍、笑顔２倍という意味も込めて


